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我
々
は
全
力
を

尽
く
し
ま
す！

就
任
あ
い
さ
つ

新
し
い
議
会
の
組
織
が
決
定
し
ま
し
た

副
議
長

議

　長

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会

議
員
選
挙
は
３
月
15
日
に
行

わ
れ
、
新
し
い
議
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
議
会
議
員
選
挙

後
、
初
の
議
会
が
３
月
26
・

27
日
に
行
わ
れ
、
正
副
議
長

及
び
各
常
任
委
員
会
な
ど
の

新
た
な
議
会
構
成
が
決
ま
り

ま
し
た
。

川か
わ

口ぐ
ち　

誠ま
こ
と

弓ゆ

げ

た

削
田　
敬た

か
し

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
３
月
26
日
に
開
催
し
ま
し
た
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
長
に
２
度
目
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
身
に
余
る
光
栄
を
感

じ
つ
つ
も
、
同
時
に
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政
に

十
分
反
映
さ
せ
、
誰
も
が
宮
若
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
な
お
一
層
の
努
力
を
し
て
参

る
所
存
で
す
。

私
も
議
長
と
し
て
、
市
議
会
の
運
営
が
公
平
か
つ
円
滑
に
行

わ
れ
ま
す
よ
う
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
更

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
節
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
ご
推
挙
に
よ
り
副
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
感
じ
る
と

と
と
も
に
、川
口
議
長
を
補
佐
し
、市
政
の
推
進
と
議
会
の
公
正
か

つ
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
、議
会
の
責
任
と
役

割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。こ
れ

ま
で
以
上
に
、市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
め
ざ
し
て
努

力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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概
ね
６
月
ま
で
に
必
要
と
な
る
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、扶
助
費
）

や
施
設
の
維
持
管
理
費
を
中
心
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
会
計　
全
会
一
致
で
可
決

次
の
方
を
適
任
と
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

長な
が　

野の　

美み

津つ

子こ 

氏（
新
任
）

次
の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

近こ
ん　

藤ど
う　

　

大た
か
し　

 

氏（
再
任
）

八や　

尋ひ
ろ　

真ま　

耶や 

氏（
新
任
）

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
承

認
し
ま
し
た
。

首し
ゅ　

藤ど
う　

正ま
さ　

輝て
る 

氏（
新
任
）

【
暫
定
予
算
と
は
】　
本
予
算
が
成
立
す
る
ま
で
の
仮
の
措
置
と
し
て

編
成
さ
れ
る
も
の
で
、
当
面
の
必
要
な
経
費
を
主
体
と
し
、
本
予
算

が
成
立
す
る
と
そ
の
効
力
を
失
い
、
本
予
算
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。

会計 予算額

一般会計 59億8,151万7千円

国民健康保険特別会計 7億5,762万9千円

後期高齢者医療特別会計 1億6,257万7千円

吉川財産区特別会計 73万8千円

下水道事業会計（収益的収入） 8,095万9千円

下水道事業会計（収益的支出） 5,621万円8千円

下水道事業会計（資本的収入） 2億5,700万円

下水道事業会計（資本的支出） 2億7,863万6千円

簡易水道事業会計（収益的収入） 2,091万円

簡易水道事業会計（収益的支出） 2,003万9千円

水道事業会計（収益的収入） 1億1,656万4千円

水道事業会計（収益的支出） 9,739万1千円

水道事業会計（資本的収入） 60万円

水道事業会計（資本的支出） 694万3千円

令
和
８
年
度　
暫
定
予
算
決
ま
る

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
、
第
６
号
）

及
び
各
特
別
会
計
補
正
予
算

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

宮
若
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

宮
若
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
の
承
認

に
つ
い
て

今
回
の
補
正
は
、
事
業
費
の
確
定
等
に
伴
う
不
用
額
の
減
額
、
飼
料
高
騰
対

策
事
業
補
助
金
、
振
興
券
発
行
事
業
補
助
金
、
機
械
・
器
具
購
入
費
等
の
追
加

を
行
う
も
の
で
す
。
主
な
補
正
内
容
は
、
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
会
計　
全
会
一
致
で
可
決

会計 補正前の額 補　正　額 補正後の額

一般会計 222億 8,718万円 △ 3億 924万1千円 219 憶 7,793万9 千円

国民健康保険
特別会計 32億 5,413万8千円 9,816万 6千円 33億 5,230万4千円

後期高齢者医療
特別会計 5億 8,180万4千円 1,700万円 5億 9,880万4千円

下水道事業会計
（収益的収入） 4億 7,814万5千円 18万円 4億 7,832 万5千円

下水道事業会計
（収益的支出） 4億 7,279万8千円 153万2千円 4億 7,433万円

下水道事業会計
（資本的収入） 6億4,748万2千円 △1億 837万4千円 5億 3,910万8千円

下水道事業会計
（資本的支出） 8億4,146万 6千円 △1億 3,612 万3千円 7億 534万3千円

主な補正内容
費目 金額 内容

畜産業費 400 万円 飼料価格高騰の影響が大きい畜産事業者を支援するための
飼料高騰対策事業補助金の追加

商工振興費 4,556 万 4 千円 地域経済の活性化と生活者支援を行うための振興券発行
事業補助金の追加

教育振興費 5,952 万 9 千円 教員用の端末を更新するための機械・器具購入費の追加
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議
会
運
営
委
員
会

●
円
滑
な
議
会
の
運
営
を
期
す
た
め
に
、
議
会
運
営

全
般
に
つ
い
て
協
議
し
、
意
見
調
整
の
場
と
し
て

設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
す
。

委

員

長	

山や
ま　

元も
と　

秀し
ゅ
う　

一い
ち

副
委
員
長	

竜た
つ　

口ぐ
ち　

浩こ
う

一い
ち

郎ろ
う

委　
　

員	

安や
す　

河か
わ　

英ひ
で　

幸ゆ
き

委　
　

員	

弓ゆ

削げ

田た　
　
　
敬た

か
し

委　
　

員	

染そ
め　

矢や　
正し

ょ
う　

次じ

委　
　

員	

松ま
つ　

尾お　
竜た

つ　
彦ひ

こ

委　
　

員	

松ま
つ　

岡お
か　

史ふ
み　

倫の
り

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村
圏 

事
務
組
合
議
会
議
員

●
直
方
市
、
宮
若
市
、
鞍
手
町
、
小
竹
町
で
構
成
し

て
い
る
事
務
組
合
で
、
休
日
等
急
患
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

	

川か
わ　

口ぐ
ち　

　
　
誠ま

こ
と

	

弓ゆ

削げ

田た　
　
　
敬た

か
し

宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理 

施
設
組
合
議
会
議
員

●
宮
若
市
、
鞍
手
町
、
小
竹
町
で
構
成
し
て
い
る
事

務
組
合
で
、
ご
み
処
理
に
関
す
る
事
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

	

川か
わ　

口ぐ
ち　

　
　
誠ま

こ
と

	

遠え
ん　

藤ど
う　

大ひ
ろ　

祥よ
し

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
議
会

議
員

●
広
域
連
合
議
会
で
条
例
や
予
算
等
を
審
議
し
決
定

し
ま
す
。

	

弓ゆ

削げ

田た　
　
　
敬た

か
し

委
員
会
構
成

委
員
会
構
成
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総
務
委
員
会

委

員

長	

安や
す　

河か
わ　

英ひ
で　

幸ゆ
き

副
委
員
長	
竜た

つ　
口ぐ

ち　
浩こ

う
一い

ち
郎ろ

う

委　
　

員	
谷た

に　
口ぐ

ち　
重し

げ　
隆た

か

委　
　

員	

清し　
水み

ず　
健け

ん
太た

郎ろ
う

委　
　

員	

弓ゆ

削げ

田た　
　
　
敬た

か
し

〈
所
管
〉

総
務
課

デ
ジ
タ
ル
戦
略
課

管
財
課

市
民
課

税
務
収
納
課

市
民
窓
口
課

秘
書
政
策
課

財
政
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

会
計
課

監
査
事
務
局

教
育
民
生
委
員
会

委

員

長	

染そ
め　

矢や　
正し

ょ
う　

次じ

副
委
員
長	

松ま
つ　

尾お　
竜た

つ　
彦ひ

こ

委　
　

員	

神こ
う　

谷や　
芳よ

し　
之ゆ

き

委　
　

員	

藤ふ
じ　

春は
る　

優ゆ
う　

二じ

委　
　

員	

遠え
ん　

藤ど
う　

大ひ
ろ　

祥よ
し

〈
所
管
〉

こ
ど
も
家
庭
課

健
康
福
祉
課

保
護
人
権
課

環
境
保
全
課

学
校
教
育
課

社
会
教
育
課

産
業
建
設
委
員
会

委

員

長	

山や
ま　

元も
と　

秀し
ゅ
う　

一い
ち

副
委
員
長	

松ま
つ　

岡お
か　

史ふ
み　

倫の
り

委　
　

員	

神こ
う　

谷や　
喜き

久く

雄お

委　
　

員	

浅あ
さ　

尾お　
加か

奈な

子こ

委　
　

員	

舌し
た　

間ま　
正ま

さ　
治は

る

〈
所
管
〉

産
業
観
光
課

農
政
課

土
地
対
策
課

建
築
都
市
課

土
木
建
設
課

下
水
道
課

水
道
課

農
業
委
員
会
事
務
局
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審 議 結 果 報 告

2 月 定 例 会
議案番号 議　　案　　名 議決内容

諮問第 1号 人権擁護委員の候補者の推薦について 適任と決定

承認第 1号 宮若市固定資産評価審査委員会委員の選任の承認について 原案承認

議案第 1号 宮若市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決

議案第 2 号 宮若市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正す
る条例の制定について 原案可決

議案第 3 号 令和 7 年度宮若市一般会計補正予算（第 5 号）について　 原案可決

議案第 4 号 令和 7 年度宮若市一般会計補正予算（第 6 号）について　 原案可決

議案第 5 号 令和 7 年度宮若市国民健康保険特別会計補正予算（第 1号）について 原案可決

議案第 6 号 令和 7 年度宮若市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）について 原案可決

議案第 7 号 令和 7 年度宮若市下水道事業会計補正予算（第 2 号）について 原案可決

議案第 8 号 令和 8 年度宮若市一般会計暫定予算について 原案可決

議案第 9 号 令和 8 年度宮若市国民健康保険特別会計暫定予算について 原案可決

議案第 10 号 令和 8 年度宮若市後期高齢者医療特別会計暫定予算について 原案可決

議案第 11号 令和 8 年度宮若市吉川財産区特別会計暫定予算について 原案可決

議案第 12 号 令和 8 年度宮若市下水道事業会計暫定予算について 原案可決

議案第 13 号 令和 8 年度宮若市簡易水道事業会計暫定予算について 原案可決

議案第 14 号 令和 8 年度宮若市水道事業会計暫定予算について 原案可決

議員提出議案
第 1号 宮若市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 否　決
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3 月 臨 時 会
議案番号 議　　案　　名 議決内容

同意第 1号 宮若市教育委員会の委員の任命について 原案同意

同意第 2 号 宮若市教育委員会の委員の任命について 原案同意

◆賛否の分かれた議案	 ○：賛成　×：反対

議席番号 1 2 3 4 5 7 8 9 10 11 12 13 15

氏名

議案

神
谷
　
喜
久
雄

藤
春
　
優
二

松
岡
　
史
倫

清
水
　
健
太
郎

山
元
　
秀
一

染
矢
　
正
次

和
田
　
善
久

安
永
　
友
則

安
河
　
英
幸

茅
野
　
勝

弓
削
田
　
敬

谷
口
　
重
隆

寳
部
　
勝

宮若市議会議員定数条例の一部を改正する条例の
制定について※１ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ×

議員提出議案第 1号　宮若市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について【否決】

※ 1	 賛成討論（藤春　優二議員）
厳しい財政に直面する市民に対し議会が自ら身を切る覚悟を示すことが市民の信頼を得るための第一歩である
と思う。この削減は歳出削減だけが目的ではなく、このタイミングで定数に向き合うことこそ、議会が自ら役割
を問いただし、議会の活性化を図る契機であると考える。定数削減により市民の声が届きにくくなる懸念もある
が、一般質問の質の向上やテクノロジーを積極的に取り入れることで、広範かつ詳細に市民のニーズを酌み取る
ことが可能になると思う。

	 反対討論（安永　友則議員）
議員定数は合併以降、当初の 24名から削減をしてきて現在の 16名になっている。この 16名が適正なのかを
まず議論しなければならない。また、地域には様々な問題があり、市民の意見も聞かなければならない。そうい
ったことを合併以降、様々な激論を飛ばしながら、今の 16名になった。1名削減でいいのか、また、地域によ
っては議員が欲しいところもある。そこを全員で議論し、定数はどれが適当なのか決めていかなければならない
と思う。

	 反対討論（弓削田　敬議員）
今の宮若市議会には、いかにして市民の付託に応え質の高い議会をつくるかどうかという質の議論が必要であ
る。本案は提案時期には課題があり、質の議論を行う時間はないと考えている。議員定数という重要課題だから
こそ、新しく選出される議員が次期議会において改めて特別委員会を設置し、市民の声を聞きながら時間をかけ
て質の議論をするべきである。
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宮
若
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
市
町
村
が
所

掌
す
る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
、
市
内
保

育
施
設
に
お
い
て
開
始
す
る
こ
と
に
伴
い
、

国
の
基
準
に
準
じ
て
、
本
市
に
お
け
る
事
業

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。

主
な
質
疑

・�

市
内
で
ど
の
く
ら
い
の
事
業
所
が
対
象
に

な
る
の
か
。

・
子
供
を
預
け
る
と
き
の
申
請
手
続
き
は
。

答
弁

・�

現
在
の
と
こ
ろ
、
認
可
申
請
を
予
定
し
て

い
る
事
業
者
は
、
１
園
の
み
。

・�

国
の
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
利
用
手
続
き
を
行
う
こ
と
に

な
る
。

全
会
一
致
で
可
決

宮
若
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
限
定
保

育
士
制
度
が
一
般
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
等
に

伴
い
、
本
市
条
例
に
お
い
て
も
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

質
疑
な
し

全
会
一
致
で
可
決

第
１
期
宮
若
市
こ
ど
も
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

本
計
画
は
、
こ
ど
も
施
策
の
包
括
的
な
基

本
法
で
あ
る
こ
ど
も
基
本
法
第
10
条
第
２
項

に
基
づ
き
策
定
し
た
も
の
で
、
同
条
第
５
項

の
規
定
に
よ
り
、「
子
ど
も・若
者
計
画
」「
こ

ど
も
の
貧
困
の
解
消
に
向
け
た
対
策
に
つ
い

て
の
計
画
」
及
び
昨
年
度
に
策
定
し
た
「
第

３
期
宮
若
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
含
ん
だ
一
体
的
な
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

計
画
期
間
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
策
定

し
た
「
第
３
期
宮
若
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
の
終
期
が
令
和
11
年
度
末
で

あ
る
た
め
、こ
れ
と
一
体
化
し
た
本
計
画
は
、

令
和
８
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
の
４
年

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
令
和
６

年
度
に
、
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
市
民
１
，

５
０
０
名
、
市
内
の
小
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
１
，
７
３
８
名
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
内
２
校
の
中

学
校
生
徒
会
の
協
力
を
得
て
、
こ
ど
も
施
策

の
た
め
の
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
、
計
画
に

関
わ
る
当
事
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
聴
取
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
反
映
さ
せ

た
計
画
案
を
、
子
育
て
支
援
従
事
者
や
学
識

経
験
者
、
就
学
前
の
児
童
及
び
小
中
学
生
の

保
護
者
な
ど
で
構
成
す
る「
宮
若
市
子
ど
も・

子
育
て
会
議
」
に
お
い
て
審
議
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
11
月
27
日
か
ら

12
月
26
日
ま
で
宮
若
市
自
治
基
本
条
例
に
基

づ
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
18

件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
計
画
の
概
要
で
す
が
、第
１
章
で
は「
総

論
」
と
し
、
計
画
策
定
の
趣
旨
や
計
画
の
位

置
付
け
、期
間
等
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

第
２
章
は
「
宮
若
市
の
現
状
と
課
題
」、

第
３
章
で
は
「
具
体
的
な
施
策
・
事
業
」
と

し
、「
み
ら
い
を
担
う
こ
ど
も
達
が 

や
さ
し

さ
と
共
に 

わ
く
わ
く
す
る
夢
を 

か
な
え
る

ま
ち 

み
や
わ
か
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、妊

娠
前
、
妊
娠
期
か
ら
の
保
健
・
医
療
等
の
確

保
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
充
実
、
就
学
後
の

学
力
向
上
や
豊
か
な
心
の
醸
成
を
目
指
し
、

ま
た
、
児
童
虐
待
の
予
防
と
防
止
、
こ
ど
も

の
貧
困
対
策
、
ひ
と
り
親
や
障
が
い
の
あ
る

こ
ど
も
や
そ
の
家
庭
へ
の
支
援
等
を
明
記
し

て
い
ま
す
。

第
４
章
は
、「
教
育・保
育
及
び
地
域
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保

等
」
と
し
て
、
昨
年
度
策
定
し
ま
し
た
「
第

３
期
宮
若
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
要
約
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
本
計
画
に
基
づ
き
、
こ
ど
も
の

育
成
支
援
や
貧
困
対
策
、
少
子
化
対
策
な
ど

の
こ
ど
も
に
関
す
る
様
々
な
課
題
に
対
し

て
、
総
合
的
に
施
策
を
実
施
し
て
い
く
と
と

も
に
、
効
率
的
な
進
捗
管
理
等
を
行
っ
て
い

２
月
定
例
会

委
員
会
報
告

市
長
報
告

◆
市
長
報
告 

1

教
育
民
生
委
員
会

委
員
長　
谷
口　
重
隆
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き
ま
す
。

宮
若
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
第
８
条
第
１
項
に
お
い
て
、市
町
村
は
、都

道
府
県
が
作
成
す
る
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

当
該
市
町
村
の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
を
通

じ
て
、
事
前
の
備
え
や
柔
軟
な
対
応
、
情
報

発
信
等
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
関
係
法
令

に
改
正
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
６

年
７
月
、
国
が
作
成
す
る
政
府
行
動
計
画
に

抜
本
的
な
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、
福
岡
県
が
作
成
す
る
行
動
計
画
も

令
和
７
年
３
月
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
26
年
度
に
策
定
し

た
「
宮
若
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
」
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

市
の
計
画
の
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
の
っ
と
り
、
特
措
法
の
規

定
に
基
づ
く
学
識
経
験
者
へ
の
意
見
聴
取
と

し
て
、
直
方
鞍
手
医
師
会
及
び
嘉
穂
・
鞍
手

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
意
見
を
伺
い
、
県

行
動
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

変
更
後
の
計
画
で
は
、
感
染
拡
大
を
可
能

な
限
り
抑
制
し
、
住
民
の
生
命
及
び
健
康
を

保
護
す
る
こ
と
、
ま
た
、
住
民
生
活
及
び
地

域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
準
備
期
、
初
動

期
、
対
応
期
の
各
発
生
段
階
に
お
い
て
想
定

さ
れ
る
状
況
に
応
じ
た
対
応
方
針
を
定
め
て

い
ま
す
。

今
後
も
、市
民
に
対
し
て
、感
染
予
防
策
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
重
要
性
を
周
知
す
る
等
、

情
報
提
供
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
市
長
報
告 
２

市議会会議録はホームページからも閲覧できます。
https://www.city.miyawaka.fukuoka.dbsr.jp/

本会議・各常任委員会等の日程については、宮若市のホームページに掲載しています。
小さなお子さんをお連れの人は議場への入場はできませんが、庁舎内において親子一緒に視聴
できますので、議会事務局にお尋ね下さい。

次回の定例会は

6 月12 日（金） 開会予定です。
皆さんの傍聴をお待ちしています。
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市 政 を 問 う

※ �QRから、一般質問の録画映像がご覧いただけます。	
会議録は、議会事務局、若宮総合支所ハートフル、市内図書館および宮若市議会ホームぺージから	
ご覧いただけます。

一般質問は市民を代表し、市の施策・方針や課題について問います

質問者 質問事項 QR

1. 藤春 優二 1. 宮若市ワンヘルス推進宣言について

2. 山元　秀一 1. 若者の学びの支援と育成について
2. 健全な福祉環境・施策の確立について
3. 地方公共団体の信頼確保（コンプライアンス）について

市 政 を 問 う 一般質問

No.90 10



市 政 を 問 う一般質問
宮
若
市
ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進
宣
言
に
つ
い
て

若
者
の
学
び
の
支
援
と
育
成
に
つ
い
て

健
全
な
福
祉
環
境
・
施
策
の
確
立
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
信
頼
確
保（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）に
つ
い
て

問　

本
市
は
宣
言
の
中

で
、
福
岡
県
行
動
計
画
へ

の
連
携
の
み
な
ら
ず
、「
市

民
へ
の
周
知
と
理
解
の
促

進
」、
さ
ら
に
は
「
実
践

活
動
に
対
す
る
必
要
な
支

援
を
行
う
」
と
明
記
し
て

い
る
。
宣
言
か
ら
今
日
ま

で
、
本
市
は
こ
の
ワ
ン
ヘ

ル
ス
の
理
念
を
ど
の
よ
う

に
施
策
に
反
映
さ
せ
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
き
た
の
か
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
成
果
を
伺

う
。

答　
市
長

ワ
ン
ヘ
ル
ス
と
は
、
人

と
動
物
の
健
康
と
環
境
の

健
全
性
を
一
つ
と
捉
え
、

一
体
的
に
守
っ
て
い
く
と

い
う
考
え
方
で
あ
り
、
本

市
が
目
指
す
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
実
現
に
お
い

て
、
極
め
て
重
要
な
視
点

で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
感
染
症
対
策
、

環
境
保
全
、
食
の
安
全
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題

に
対
し
、
各
分
野
の
横
断

的
な
連
携
を
通
じ
て
取
り

組
む
べ
き
重
要
な
理
念
で

あ
り
、
令
和
６
年
に
策
定

し
た
第
２
次
宮
若
市
環
境

基
本
計
画
に
は
、
ワ
ン
ヘ

ル
ス
の
考
え
方
も
踏
ま
え

た
環
境
に
関
す
る
総
合
的

な
取
組
の
推
進
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。

本
市
の
取
組
と
し
て

は
、
ま
ず
公
衆
衛
生
の
観

点
か
ら
申
し
上
げ
る
と
、

人
と
動
物
の
共
通
感
染
症

対
策
の
啓
発
に
努
め
て
お

り
、
具
体
的
に
は
、
狂
犬

病
予
防
接
種
の
徹
底
や
、

県
保
健
所
等
と
連
携
し
、

適
正
飼
養
の
啓
発
活
動
、

ペ
ッ
ト
を
飼
う
上
で
の
マ

ナ
ー
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
飼
い
主
の

い
な
い
猫
の
過
剰
な
繁
殖

を
抑
制
し
、
生
活
環
境
被

害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
不

妊
去
勢
手
術
費
補
助
金
制

度
」
を
設
け
る
な
ど
、
人

と
動
物
が
共
に
安
全
に
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
を
築
く

た
め
の
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
環
境
保
全
の
観

点
か
ら
は
、
ご
み
の
減
量

化
や
資
源
の
有
効
活
用
と

し
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
、
そ
し
て
地
球
温
暖
化

対
策
と
し
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
な

ど
、
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
た
環
境
負
荷

の
低
減
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
後
も
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス

の
理
念
に
基
づ
き
、
県
や

関
係
機
関
、
そ
し
て
地
域

の
皆
様
と
の
連
携
を
一
層

深
め
な
が
ら
、
人
間
の
健

康
、動
物
の
健
康
、そ
し
て

環
境
の
健
全
性
、
こ
れ
ら

全
て
が
調
和
し
た
、
よ
り

安
全
で
健
康
的
な
地
域
社

会
の
実
現
に
向
け
、
取
組

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問　
学
ぶ
意
欲
の
あ
る
若

者
に
対
す
る
奨
学
金
制
度

の
給
付
型
及
び
返
済
免
除

規
定
の
創
設
、あ
る
い
は
、

奨
学
金
返
済
支
援
や
若
者

の
再
学
習
へ
の
支
援
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
教
育
長

奨
学
金
制
度
に
お
け
る

経
済
的
支
援
に
つ
い
て

は
、
高
校
や
大
学
、
専
門

学
校
等
へ
の
進
学
を
志
す

若
者
に
対
し
貸
付
型
の
奨

学
金
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年

の
社
会
状
況
や
教
育
環
境

の
変
化
に
伴
い
、
進
学
を

希
望
す
る
若
者
を
よ
り
積

極
的
に
支
援
す
る
観
点
か

ら
、
幅
広
い
制
度
の
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

若
者
の
再
学
習
支
援
に

つ
い
て
は
、
奨
学
金
制
度

の
適
用
も
有
効
な
手
段
の

一
つ
で
す
が
、
本
市
と
し

て
は
、
国
の
教
育
訓
練
給

付
制
度
等
の
情
報
を
提
供

と
い
っ
た
制
度
の
周
知
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問　
中
学
生
の
部
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
教
育
長

少
子
化
の
進
展
や
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
に

よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て

生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

芸
術
活
動
に
継
続
し
て
親

し
む
機
会
を
確
保
・
充
実

す
る
た
め
、
国
に
お
い
て

部
活
動
の
地
域
展
開
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
そ

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
現
在

関
係
機
関
と
の
協
議
や
実

施
手
法
等
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
福
祉
施
設
に
お
い
て

高
齢
者
虐
待
が
疑
わ
れ
る

事
案
が
あ
る
。
適
切
な
対

応
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
高
齢
者
の
権

利
利
益
の
擁
護
と
い
う
観

点
に
お
い
て
市
の
責
務
を

伺
う
。

答　
市
長

福
祉
施
設
に
お
い
て
虐

待
が
疑
わ
れ
る
事
案
を
把

握
し
た
際
に
は
、
介
護
保

険
法
等
に
基
づ
き
、
県
と

連
携
し
て
速
や
か
に
立
入

調
査
を
行
い
、
虐
待
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、
当
該

施
設
に
対
し
て
改
善
計
画

書
を
提
出
さ
せ
る
等
、
再

発
防
止
の
た
め
の
必
要
な

指
導
を
行
い
ま
す
。
指
導

後
に
お
い
て
は
、
改
善
計

画
の
履
行
状
況
に
つ
い
て
、

一
定
期
間
、継
続
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
再

発
防
止
と
事
業
者
の
義
務

の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
が
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
安
心
し
て
地
域

で
生
活
を
継
続
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
が
、
市

の
重
要
な
責
務
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

藤春　優二

山元　秀一
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太
郎

弓

削

田

敬

神

谷

芳

之

浅
　尾
　加
奈
子

　市
内
を
彩
る
桜
た
ち
。

　毎
年
こ
の
季
節
に
な
る
と
新

た
な
始
ま
り
を
実
感
し
ま
す
。

　小
学
校
へ
小
さ
な
体
で
大
き

な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
元

気
に
入
学
し
た
子
供
た
ち
も
、

や
が
て
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
咲
か

せ
、
大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ

る
こ
と
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
宮
若
市
議
会
も
改
選

さ
れ
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
桜
や
子
供
た
ち
の

よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
根
を
張

り
、
未
来
に
向
け
て
大
き
く
花

開
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
「
み
や
わ
か

市
議
会
だ
よ
り
」
を
通
じ
て
、

皆
様
の
日
常
の
会
話
の
中
に
、

少
し
で
も
市
議
会
の
話
題
と
い

う
花
が
咲
け
ば
幸
い
で
す
。

　ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

舌
間
　正
治

議会広報調査特別委員会

副
委
員
長

委
員
長

浅
　尾
　加
奈
子

神

谷

芳

之

弓
削
田

　
　敬

清
　水
　健
太
郎

竜
　口
　浩
一
郎

た
つ

ぐ
ち

こ
う
い
ち
ろ
う

し
た

ま

ま
さ

は
る

し

み
ず

け
ん
た
ろ
う

あ
さ

お

か
な
こ

ゆ

げ

た

た
か
し

え
ん

ど
う

ひ
ろ

よ
し

こ
う

や

よ
し

ゆ
き

遠

藤

大

祥

舌

間

正

治
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